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一

男
篭
反
対
派
ら
の
学
歴
・病
歴

岐
阜
県
大
垣
市
で
の
風
力
発
電
施
設
建
設
を
め
ぐ
り
、
同
県
警
大
垣
署
が
事
業
者
の
中
部
電
力

子
会
社
「シ
ー
テ
ッ
ク
六
名
古
屋
市
）
に
、
反
対
住
民
の
過
去
の
活
動
や
関
係
の
な
い
市
民
運
動
家
、

法
律
事
務
所
の
実
名
を
挙
げ
、
連
携
を
警
戒
す
る
よ
う
助
言
し
た
う
え
、
学
歴
ま
た
は
病
歴
、
年

齢
な
ど
計
６
人
の
個
人
情
報
を
漏
ら
し
て
い
た
。
朝
日
新
聞
が
入
手
し
た
同
社
の
内
部
文
書
で
わ

か

っ
た
。
地
方
公
務
員
法
（守
秘
義
務
）
違
反
に
あ
た
る
可
能
性
も
あ
る
。
▼
３３
面
＝
警
察
に
憤
り

大
垣
署
が
中
電
子
会
社
へ

シ
ー
テ
ッ
ク
は
大
垣
市
上
石

津
町
と
同
県
関
ケ
原
町
に
１６

基
、
最
大
出
力
４
万
８
千
∫
ワ

ッ
ト
の
風
力
発
電
施
設
の
建
設

を
計
画
。
環
境
影
響
評
価
の
手

続
き
中
だ
。
上
石
津
町
の
上
鍛

治
屋
地
区

（
４６
戸
）
は
２
月
、

建
設
に
伴
う
土
砂
崩
れ
や
低
周

波
に
よ
る
健
康
被
害
な
ど
を
懸

念
し
、
測
量
に
伴
う
同
社
の
立

■大垣署 とシーテ ックの主なや りとり

※シーテック作成の議事録から

「署」が大垣署、「C」 力ゞシーテック

る人物であることをご存じか。

C何 でも反対すると聞いている。
署 松島、三輪両氏は活発に自然破壊反

対や希少動物保護の運動にも参画
し、法律事務所の「ぎふコラボ」と

もつながりを持っている。また、自

然破壊につながることに敏感に反対

する近藤ゆり子氏という人物が市内
にいるが、ご存じか。60歳を過ぎて
いるが、東京大学を中退しており、

頭もいいし、しゃべりも上手である

から、このような人物とつながると

やっかいになると思われる。

大々的な市民運動へと展開すると、

御社の事業も進まないことになりか
ねない。今後、情報をやりとりする

ことで、平穏な大垣市を維持したい

ので協力をお願いする。

5月 26日

署 三輪氏はヽぎふコラボの事務局長と

強くつながっており、そこから全国
0こ (運動が)広がつていくことを懸

λ足麗父食準署身と認黎テ晏暑濯戻
の行動に移りにくいと考えられる。

6月 30日

近藤氏がヽ風力発電事業の反対活動

に本腰を入れそうである。反原発、

自然破壊禁上のメンバーを全国から

呼び寄せることを懸念している。

新しい情報が入り次第、連絡する。

14年 2月 4日

署聡]電F塙発異昌彗異維醤e響昆獣
を行った気配がある。

守
秘
義
務
違
反
の
可
能
性
高
い

安
冨
潔

・
京
都
産
業
大
学
大

学
院
法
務
研
究
科
客
員
教
授

の

話
　
地
方
公
務
員
法
の
守
秘
義

務
違
反
に
あ
た
る
可
能
性
が
高

い
。
そ
も
そ
も
、
警
察
は
入
手

し
た
情
報
を
漏
ら
し
て
は
い
け

な
い
。
今
回
は
、　
一
企
業
の
活

ち
入
り
反
対
を
決
議
し
た
。

朝

日
新

聞

が

入

手

し

た

の

は
、
同
社
風
力
発
電
部
の
地
域

対
応
グ
ル
ー
プ
が
大
垣
署
整
備

課
長
ら
と
の
協
議
内
容
を
ま
と

め
た
「議
事
録
」
で
、
２
０
１
３

年
８

月

７

日

、

１４
年

２

月

４

日
、
５
月
２６
日
、
６
月
３０
日
の

４
回
分
。

最
初
の
１３
年
８
月
７
日
付
に

よ
る
と
、
中
部
電
岐
阜
支
店
か

ら

「
大
垣
署
が
事
業
概
要
の
情

報
を
必
要
と
し
て
い
る
」
と
連

絡
が
あ
り
、
同
グ
ル
ー
プ
長
ら

が
署
を
訪
れ
た
。
同
署
警
備
課

は
、　
一
部
の
反
対
住
民
を

「
自

然
に
手
を
入
れ
る
行
為
に
反
対

す
る
人
物
」
と
し
、
大
垣
市
在

住
で
ダ
ム
反
対
な
ど
の
運
動
家

。
近
藤
ゆ
り
子
さ
ん
（６５
）
や
ヽ

同
市
内
の
法
律
事
務
所

「ぎ
ふ

コ
ラ
ボ
」
と
の
連
携
を
心
配
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

「
大
々
的
な
市
民
運
動

へ
展

開
す
る
と
事
業
も
進
ま
な
い
」

「平
穏
な
大
垣
市
を
維
持
し
た

い
」
な
ど
と
し
て
、
今
後
の
情

報
交
換
を
依
頼
。
そ
の
際
、
近

藤

さ
ん

に

つ
い
て

「
６０
歳
過

ぎ
」
「
東
大
中
退
」
な
ど
と
伝

え
た
。
そ
の
後
も
、
警
備
課
は

「ぎ
ふ

コ
ラ
ボ
」
事
務
局
長
の

名
前
を
教
え
、

「病
気
で
、
次

の
行
動
が
取
り
に
く
い
」
（
５

月
２６
日
付
）
、　
ス
反
対
）
住
民

の

一
人
が
、
ぎ
ふ
コ
ラ
ボ
後
援

会
役
員
に
な

っ
た
」
（
２
月
４

日
付
）
と
教
え
て
い
た
。

反
対
住
民
で
、
上
鍛
治
屋
地

区
の
自
治
会
長
、
三
輪
唯
夫
さ

ん
（６５
）
は
自
ら
の
活
動
を
明
ら

か
に
し
、
取
材
に

「税
金
で
住

民
を
監
視
し
、
企
業
に
情
報
を

漏
ら
す
の
か
」
と
怒

っ
た
。
近

藤
さ
ん
ら
も
強
く
反
発
し
て
い

る
。シ

ー
テ
ッ
ク
の
加
藤
広

・
地

域
対
応
グ
ル
ー
プ
長
は
議
事
録

の
作
成
を
認
め
、
警
察
情
報
に

つ
い
て

「
い
ろ
ん
な
こ
と
を
知

っ
て
い
た
方
が
良
い
」
、
大
垣

署
の
牧
村
康
弘
副
署
長
は

「
ノ

ー

コ
メ
ン
ト
。
治
安
の
た
め
情

報
を
集
め
、
第
三
者
と
共
有
す

る
こ
と
は
あ
る
」
と
話
し
た
。

（編
集
委
員
・伊
藤
智
章
、渋
井
玄
人
）

輌
な
嗣
簾
』
“
卸
¨
餞
麟
か
踊

一
方
、
企
業
側
は
、
普
通
は
入

手
で
き
な
い
情
報
を
手
に
入
れ

た
。
警
察
と
企
業
間
に
何
か
し

ら
の
疑
わ
し
い
関
係
が
あ
る
と

疑
わ
れ
て
も
し
か
た
が
な
い
。
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シ
ー
テ
ッ
ク
の
加
藤
広

・
地
域
対

応
グ
ル
ー
プ
長
は
２３
日
、
朝
日
新
聞

の
取
材
に
応
じ
た
。
岐
阜
県
警
大
垣

署
警
備
課
と
協
議
し
、
有
益
だ

っ
た

と
認
め
た
。　
一
問

一
答
は
次
の
通

パ
ツ
。―

―
大
垣
署
と
の
や
り
と
り
を
記

し
た
議
事
録
を
作

っ
て
い
る
の
か
。

は
い
。

で
も
こ
れ
は
社
内
資
料

だ
。
ど
こ
か
ら
出
た
の
か
。

―
―
近
藤
ゆ
り
子
さ
ん
や
法
律
事

務
所

「ぎ
ふ

コ
ラ
ボ
」
は
、
風
力
発

電
の
反
対
運
動
に
関
係
な
い
の
で

警察から教えてくれた

シーテック担当者

却
出州
劇
刻
刊
引
州
川
劇
―
―
―

ま
。会

っ
た
こ
と
は
な
い
。
も
と
も
と

警
察
に
積
極
的
に
聞
い
た
話

で
は
な

く

、
向
こ
う
か
ら
教
え
て
く
れ
た
。

―
―
署
に
は
頻
繁
に
行
く
の
か
。

何
か
あ
れ
ば
、
役
に
立

つ
だ
ろ
う

と
思

っ
て
。
地
域
住
民
の
反
対
決
議

の
時
な
ど
、
我

々
の
方
か
ら
署
に
顔

を
出
し

て
状
況
を
説
明
す
る
。

―
―
警
察
か
ら
の
情
報
は
有
益
な

も
の
か
。

は
い
。
い
ろ
ん
な
こ
と
を
知

っ
て

い
た
方
が
良
い
と
思
う
。

岐
阜
県
警
大
垣
署
と
の
や
り
と
り
を
記
し
た
シ
ー
テ
ッ
ク
の
議
事
録


